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第 21 話：明かされた謎 

 父がカラダを借りているシーダという女性も、母のカラダに乗り移っているレオンも女

性であることを意識しないで、男性のように振舞っています。 

レオン in オリビア：「…お前たちは、どうやって魂を取り出して憑依させているんだ？」 

ヴァジーin エドガー：「黄金の砂を使っているの？」 

 レオンとヴァジーは、この店でやっている憑依の方法について、興味津々でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店員：「ガンジス川で取れた黄金色の砂にあるものを混ぜて使っています。これを飲んだ

人は、魂がカラダから離脱するので、お互いにそれを飲んで入れ替わるんですよ。」 
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イーシャ：「ええ？もしかして…レオンさんたちが探している黄金の砂って…誰かに憑依す

るためのものなの？？」 

 2 人は、覚悟したように話し始めましたが… 

 

ヴァジーin エドガー：「…そうよ…」 

レオン in オリビア：「ただ誰かにではなく、自分自身に憑依するためだ！」 

 あたしと父は、2 人が言っていることの意味がわかりませんでした。 

エドガーin シーダ：「それはどういう意味だ？」 
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ヴァジーin エドガー：「そのままの意味よ…自分のカラダに戻るため…」 

イーシャ：「何かの理由で幽体離脱しちゃっった、ってことですか？でもそれでどうして母

と父に憑依したんですか？」 

レオン in オリビア：「それはわからない…俺たちが望んだことではないから…」 

 

 2 人は、嘘を言っているようには見えませんでしたが、まだ何か言っていないことがあ

るように思いました。 

エドガーin シーダ：「まあいい…ここで憑依薬をもらえば、俺と妻、そして 2 人も元のカラ

ダに戻って万事解決ではないか！」 
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 父が興奮して立ち上がると、シーダの服がはだけ、立派な双丘がぽろんっと露わになり

ました。思わず魅入っている母のカラダのレオンに父のカラダのヴァジーが冷たい視線で

見ています…父は気付いていないようなので、あたしは、慌てて父に声を掛けました。 

イーシャ：「お父さん！シーダさんの胸が見えちゃっているよ！！」 

店員：「気をつけてくださいね…シーダちゃんは、うちで一番人気なので、彼女の品位を

落とさないようにお願いします。」 

 

 店員も慌ててフォローしています。 

エドガーin シーダ：「そんなこと言っても俺は男だし…胸なんて…」 

イーシャ：「ダメだよ！お父さんは、今、女の子なの！！女だって意識して！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エドガーin シーダ：「俺が…女…」 

 あたしの強い口調せいで、普段強気の父もショックを受けているようでした。 
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第 22 話：2 人の素性 

ヴァジーin エドガー：「…話を戻しましょうか…お父さんの言ったことはできないの。」 

レオン in オリビア：「ああ…俺たちのカラダは、今ないからな…」 

 父は、ショックを受けたままなので、あたしが 2 人に質問しました。 

イーシャ：「じゃあ、どうして憑依薬を探していたんですか？」 

ヴァジーin エドガー：「今はないけど…いずれ手に入るのよ。」 
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ヴァジーは、父のカラダでそう答えました。そして、父の胸元には、あたしの可愛らし

いブラジャーが見えました。いつも厳しい父があたしのモノを気に入って身に着けている

のを見ると、あたしが父に影響を与えているようで優越感に浸ってしまいます。あたし

は、2 人の言っている意味をまだ理解できませんでしたが、しばらくこの状態のようです

…でもこういう気持ちになれるなら、こういうのも良いと思ってしまいました。 

 

レオン in オリビア：「そういうことだ…憑依薬である黄金の砂と俺たちが探しているアイ

テムが揃えば、俺たちはこのカラダを出て行って、自分のカラダに戻ることができる。」 

母に乗り移っているレオンは、神妙な表情を見せていました…母が元のカラダに戻って

来たような…母のような穏やかな優しい表情でした… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店員：「黄金の砂を譲ってあげてもいいですが…1 つお願いがあります…」 

ヴァジーin エドガー：「本当ですか？お願いとは…」 

店員：「あなたたちの話をもっと聞かせて欲しいのです！何か普通ではない経験をしてき

ているようですし…」 
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 ヴァジーとレオンは、最初は戸惑っていましたが、父と母に乗り移った経緯を話し始

め、店員も興味深そうに聞いていました。 

店員：「なかなか面白い話でした。でも…まだ話していないことがありますよね。あなた

たちは、この時代の人ではない…どこから来られたのですか？」 

 

イーシャ：（…この時代ではない？？） 

 ヴァジーとレオンの表情が固まりました。店員の驚きの言葉に 2 人は、ごまかそうと必

死でしたが、店員の絶対に秘密にするという約束の言葉と黄金の砂を手に入れるためには

避けられないと悟ったのか、自分たちの素性を話し始めました。 

 

2 人の話によると、「2 人は未来から来た」、ということでした。突拍子もない内容でし

たが、2 人が父と母に乗り移っている状況を見ると、嘘ではないような気がしました。父

の方を見ると、父は、まだショックを受けて 2 人の話が頭に入っていないようで、シーダ

のカラダで呆然としていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


